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ご あ い さ つ  ご あ い さ つ  ご あ い さ つ  

環境報告書の発行にあたって 

　当社では21世紀の新たな飛躍を目指して、企業体質や意識

の改革を図る取り組みを進めています。同時に、地球環境問題

に関する取り組みも重要な経営課題の一つであり、積極的な活

動により社会的責任を果たし、「信頼」される企業であり続けた

いと考えています。 

　振り返りますと、これまでに1993年のオゾン層破壊物質（CFC）

の全廃を皮切りに、地球温暖化ガスや有機塩素系溶剤などの問

題に取り組み、解決してきました。そして、1998年には環境方針

を制定、2000年には環境課を新設してグループ全体の取り組み

の強化を図ってまいりました。今後も、環境対応製品の開発や、

生産、物流に至る企業活動のあらゆる局面において活動を推進

してまいる所存でございます。 

　本報告書は、大真空の2000年度の環境保全活動をまとめた

もので、初めて作成した報告書でもあります。まだまだ不十分な

面もあるかと思いますが、その内容を公開することにより、多くの

方に当社の環境保全の取り組みにご理解いただければ幸いです。 

ISO１４００１の取得について 

　当社は2000年1月に本社を含む国内8つのサイトでISO１４００１

を同時取得しました。拠点別に順次審査を受ける選択肢もあっ

た訳ですが、一斉受審の選択は環境経営に対する当社の強い

意思の表れだと自負しております。 

　また、この全社一斉の受審では、従業員全員が同時に同じ課

題に取り組んだことにより、その活動が盛り上がり、従業員全員

が環境保全の重要性を強く認識する良い機会となりました。 

　当社の活動方針は、開発・製造など企業活動の全ての領域

について環境影響の低減を目指すことです。この方針の基、廃

棄物の削減や環境汚染の予防に取り組んでいるとともに、鉛フリ

ーなどの環境対応製品の内容も充実しつつあります。 

　ISOの取得は環境管理の基本的な体制が整ったに過ぎず、

今後、経済的および技術的に可能な限り充実した活動を推進

することこそが大切だと考えています。 

株式会社 大真空 
代表取締役社長 

株式会社 大真空 
環境執行責任者 
取締役 品質保証統括本部長 
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環境管理活動の経緯 環境管理活動の経緯 
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（日本） 

●環境庁設置 

 

 

 

（世界） 

●「オゾン層の保護のための

　ウィーン 条約」発効 

 

（日本） 

●「環境基本法」成立 

 

（世界） 

●気候変動枠組み条約 

　第1回締約国会議COP1 

　（ベルリン） 

 

（世界） 

●COP2（ジュネーブ） 

●ISO14001発効 

（日本） 

●ISO14001（環境マネジメン

　トシステム）のJIS化 
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●COP3（京都） 

 

（世界） 

●COP4（ブエノスアイレス） 
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●COP5（ボン） 

 

（世界） 

●COP6（ハーグ） 

（日本） 

●「循環型社会形成推進基

　本法」成立 

 

 

 

「公害防止規程」を策定 

 

 

 

 

 

特定フロンの使用を全廃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ISO14001認証取得を社長

が宣言 

環境管理委員会を設置 

第1回環境管理委員会開催 

「大真空環境方針」を制定 

 

「環境マネジメントマニュアル」

を策定 

 

国内8サイトでISO14001を

取得 

総務部内に環境課を設置 

代替フロン(HCFC等)の使

用を全廃 

天津大真空がISO14001を

取得 

塩素系有機溶剤の使用を

全廃 

世界／日本 当　社 
環境報告書の発行にあたって 

ISO１４００１の取得について 

環境管理活動の経緯 
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会 社 概 要  会 社 概 要  会 社 概 要  

商 号  

商 標  

本 社  

業 種  

創 業  

代 表 者  

資 本 金  

従業員数 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

株式会社　大真空（DAISHINKU CORP.） 

 

兵庫県加古川市平岡町新在家１３８９ 

電子部品及び電子機器の製造販売 

昭和３４年１１月３日（１９５９年） 

代表取締役社長　長谷川 宗平 

１８０億８５百万円 

約１,３００名 

本社 

鳥取事業部 

市川工場 

黒田庄工場 

徳島工場 

宮崎工場 

鳥
取
事
業
部
● 

市
川
工
場
● ●黒田庄工場 

●
徳
島
工
場 

●宮崎工場 

●設　立：1980年10月 
●面　積：35,000m2 
●所在地：鳥取県鳥取市若葉台南7-3-21 
●主要生産品目：水晶振動子、 

水晶応用製品 

●設　立：1973年1月 
●面　積：15,600m2 
●所在地：兵庫県多可郡黒田庄町前坂2082 
●主要生産品目：人工水晶、他 

●設　立：1984年4月 
●面　積：88,900m2 
●所在地：徳島県麻植郡鴨島町牛島1939-11 
●主要生産品目：人工水晶、水晶応用製品、 

セラミック応用製品 

●設　立：1974年6月 
●面　積：12,500m2 
●所在地：兵庫県神崎郡市川町沢629 
●主要生産品目：人工水晶、水晶応用製品 

●設　立：1976年11月 
●面　積：24,300m2 
●所在地：宮崎県児湯郡川南町昭和20013番2 
●主要生産品目：音叉型水晶振動子 

本社●本社● 

本報告書は、2000年度（2000年4月1日～2001年3月31日まで）の活動
実績をもとに作成しました。対象範囲は、宮崎工場、鳥取事業部、徳島工場、
黒田庄工場、市川工場の５生産拠点と本社、中央研究所、物流センター
です。 
本報告書では、環境マネジメントシステム、環境パフォーマンスへの取り組
み等を掲載しています。 

報告書報告書の対象範囲対象範囲 報告書の対象範囲 

中央研究所 物流センター 
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持続的に発展可能な社会に向けて 持続的に発展可能な社会に向けて 持続的に発展可能な社会に向けて 

　この図は、当社と環境とのつなが

りのイメージです。 

　水晶応用製品の設計・開発から

製造、販売におけるそれぞれの段

階で地球環境から採取された資源

を利用しています。エネルギー、水、

原材料などの資源は、製造工程を

経て製品になる他、製造過程で廃

棄物となって再び地球環境に放出

されます。 

　当社は地球環境に支えられて活

動しており、持続的な発展を可能に

するために、環境負荷をできる限り

少なくする活動に取り組んでいます。 

生態系とのつながり 

エコバランス（年間使用量、排出量） 

　人工水晶の育成や加工、および各種の表面処理や

組立てなどの製造段階において天然の鉱物、水、各

種の化学物質を使用しています。そして、これらの副

資材や原材料の一部は工程での役割を経て廃棄物

や汚水などの排出物になります。 

　これらの廃棄物や排出物が当社の事業活動におけ

る環境保全上の課題となります。廃棄物の削減やリサ

イクルの推進、および排出物の適正な処理や管理によ

って、環境への負荷を小さくする取り組みが大切です。 

大真空の課題 

CO2 NOx

排ガス 排水 

排水処理 

廃棄物 

工場 
排水 処分 リサイクル 

調達 
（本社） 
（工場） 

搬送 
販売 

（物流センター） 

開発（研究所）、製造（工場） 
【水晶育成・加工・表面処理・組立】 
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　当社の環境マネジメントシステムは、拠点

ごとではなく、本社を含む国内8拠点でシス

テムを構築しています。従って、全社環境

管理委員会を中心とした大真空全体での

「Plan」「Do」「Check」「Action」のPDCA

サイクルと、各拠点ごとのPDCAサイクルを

段階的に運用しています。 

　大真空全体と各拠点の2つのPDCAサ

イクルは、「環境方針」の柱と「環境目的及

び目標」によって、つながっています。 

環境マネジメントシステム 1

＜ 序 文 ＞ 
　株式会社大真空は、企業としての社会的責

任の重要性を認識し、環境保護、環境良化に取

り組むとともに、環境に配慮した製品を顧客に

提供し、信頼される企業活動を推進します。 

＜ 方 針 ＞ 
　水晶振動子、水晶応用製品及びセラミック応

用製品の開発及び製造等にかかわる企業活動

のすべての領域において、環境影響を低減す

るため以下の活動を推進します。 

1）環境管理の重点テーマとして、次の項目に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

 

2）環境マネジメントシステムの継続的改善を図ります。 

3）環境関連の法規、規制、協定等を遵守します。 

4）この環境方針をもとに環境目的及び目標を設定し、

定期的に見直します。 

 

 

① 環境汚染の予防 

　・  

　・  

 

　・  

② 廃棄物発生の低減 

 

 

 

廃棄物の適正な管理と処理を推進する 

汚水の発生設備と処理設備の適正管理を推

進する 

環境影響の著しい活動を管理する 

 

環境方針及び目的・目標 2

Action 
経営層による見直し 

Action
Plan

Check
Do

Plan/計画計画 

Check 
点検及び是正 

Do 
実施及び運用 

Action 
経営層による見直し 

Plan/計画 

Check 
点検及び是正 

Do 
実施及び運用 

環境方針 

拠点 

全社環境管理委員会全社環境管理委員会 全社環境管理委員会 

Action
Plan

Check
Do

拠点 

Action
Plan

Check
Do

拠点 

大真空環境方針 大真空環境方針 

環境方針は全従業員に周知するとともに、一般の人にも開示します。 

全社環境目的・目標 

全社環境マネジメント中期計画書 

全社環境目的・目標 

全社環境マネジメント中期計画書 

各部門に展開 
環境汚染物質管理、廃棄物管理、法規制遵守、省エネルギー 

環境マネジメントシステム 環境マネジメントシステム 環境マネジメントシステム 
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環境管理の体制 環境管理の体制 

　環境管理を効果的に推進するために、大真空では各拠点に部門環境管理委員会を組織し、さらに横断的な

組織として、部門の委員長からなる全社環境管理委員会を設置しています。そして、２０００年には環境課が新

設され、環境マネジメントシステムの維持・管理やメンテナンスを担当するとともに、環境に関する対外的な

窓口として活動しています。 

環境管理の組織と体制 3

全社環境管理委員会 
・委員長 
　　環境管理責任者 
・議長 
　　環境課長 

1.全社環境目的及び目
標の設定に関する審
議 

2.全社環境目的及び目
標の達成状況の確認 

3.各部門の環境目的及
び目標、環境マネジメ
ントプログラムの運用
状況及び達成状況の
確認 

4.環境関連情報の把握 

部門環境管理委員会 
（宮崎工場、鳥取 
　以下8部門） 

環境課 

1.部門の環境目的及び
目標の設定に関する
審議 

2.部門の環境目的及び
目標の達成状況の確
認 

3.部門の環境目的及び
目標、環境マネジメン
トプログラムの運用
状況及び達成状況の
確認 

4.環境関連情報の把握 

1.全社環境管理委員会
事務局 

2.環境マネジメントシス
テムの維持・管理、メ
ンテナンス 

社 長  
取 締 役  

環境管理責任者 内部環境監査員 

環境管理委員会 

全社環境管理委員会 

宮崎工場環境管理委員会 

鳥取環境管理委員会 

徳島環境管理委員会 

黒田庄工場環境管理委員会 

市川工場環境管理委員会 

中央研究所環境管理委員会 

本社環境管理委員会 

物流環境管理委員会 

環境執行責任者 

組　織 主要な役割 組　織 主要な役割 

部門環境目的・目標 部門環境目的・目標 

　全社的な目的・目標を達成するために、

各部門において環境目標が策定されて

います。 

　それぞれの目標は「環境汚染物質管理」、

「廃棄物管理」、「法規制遵守」、「省エ

ネルギー」の４項目に集約されます。 

■環境汚染物質管理　　　 

■廃棄物管理　 

■法規制遵守 

■省エネルギー 

宮崎工場環境目的宮崎工場環境目的・目標目標 

鳥取環境目的鳥取環境目的・目標目標 

徳島環境目的徳島環境目的・目標目標 

黒田庄工場環境目的黒田庄工場環境目的・目標目標 

市川工場環境目的市川工場環境目的・目標目標 

中央研究所環境目的中央研究所環境目的・目標目標 

本社環境目的本社環境目的・目標目標 

物流環境目的物流環境目的・目標目標 

宮崎工場環境目的・目標 

鳥取環境目的・目標 

徳島環境目的・目標 

黒田庄工場環境目的・目標 

市川工場環境目的・目標 

中央研究所環境目的・目標 

本社環境目的・目標 

物流環境目的・目標 
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目的及び目標とその結果 4
　持続的な発展が可能な社会を作るため、環境汚染物質や廃棄物の削減、そして省エネルギーなどに取り組

んでいます。また、法規制の遵守は企業が果たすべき社会的な責任の最も基本的な取り組みです。 

　２０００年度の活動では、塩素系有機溶剤の全廃を完了するなどの成果がありました。 

環境汚染物質
管理 

●環境負荷物質の削減 
 
　２００４年３月末までに生産
金額比で３０%削減する。 
 
（基準） 
　１９９９年度の環境負荷物
質量 

●塩素系有機溶剤の使用
を２０００年１２月末までに
全廃する。 

●工程から放出される汚
水に含まれる環境負荷
物質を２００１年３月まで
に１０%削減する。 

●徳島工場において、排出水中の窒
素含有量を対象として活動し、排出
水中の窒素含有量を１９９９年度に対
し、14.7％削減し、目標を達成 
 

⇒ １１ページ 

●塩素系有機溶剤の使用を全廃完了。 
 

⇒ １１ページ 

廃棄物管理 ●廃棄物発生量の削減 
 
　２００４年３月末までに生産
金額比で３０%削減する。 
 
（基準） 
　１９９９年度の廃棄物発生
量 

●分別・回収とリサイクル
の推進 

●各工程・部門から排出さ
れる廃棄物の量を２００１
年３月末までに１０%削減
する。 

●廃棄物量を１９９９年度生産金額比で
２４％削減し、２０００年度の削減目標
を達成 
 

⇒ １０ページ 

●２０００年度の廃棄物のリサイクル率
は１８％ 
 

⇒ １０ページ 

法規制遵守 ●法規制の遵守 
 
　環境に関する法規制を遵
守するとともに、自主的
に社内基準を設け管理を
行う。 

●社内基準値の遵守 ●排出水に関して社内基準値を超え
る値を４件検出しました。 
　３件についての対策は完了して、以
後は基準値内で推移しています。 
　１件は処理技術の見直しや検討が必
用であるため、環境マネジメントプ
ログラムに計画を明記して対応して
います。 
 

⇒ １２～１３ページ 

省エネルギー ●エネルギー消費量の削減 
 
　２００４年３月末までに５%
削減する。 
 
（基準） 
　１９９８年度の電力使用量 

●エネルギー原単位前年
度比１％削減 

●生産金額当たりのエネルギー原単
位を１９９９年度比で１１％削減し、２０
００年度の削減目標を達成 
 
 
 

⇒ １１ページ 

環境目的  項　目 ２０００年度環境目標 ２０００年度の活動実績 環境目的  項　目 ２０００年度環境目標 ２０００年度の活動実績 

環境マネジメントシステム 環境マネジメントシステム 環境マネジメントシステム 
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環境マネジメントシステム 環境マネジメントシステム 環境マネジメントシステム 

　環境保全を進めるには、管理者から新入社員までの

全員の協力が不可欠です。当社では、その一人一人

が環境問題を理解して環境保全活動に取組むことが

できるように、教育訓練の体系を構築し、環境教育を

継続して実施しています。 

　2000年度下期からは、新たに監督職、管理職を対

象に職位に応じた階層別環境教育を開始しました。 

　社内教育訓練以外にも環境に関連する資格取得を

通じた社員の自己啓発を推進しています。 

　資格者リスト 

　●エネルギー管理士 ……………………… 

　●エネルギー管理員 ……………………… 

　●公害防止管理者（大気）………………… 

　●公害防止管理者（水質）………………… 

　●公害防止管理者（騒音）………………… 

　●公害防止管理者（振動）………………… 

　●特別管理産業廃棄物管理責任者 ……… 

 

３名 

 ３名 

６名 

１３名 

１名 

１名 

１３名 

環 境 教 育  7

環境教育の体系 

　環境管理執行責任者は、年1回（3月）にマネジメント・

レビュー会議を開催して、環境方針、環境目的・目標、

環境マネジメントシステムなどについて見直しを行って

います。 

　この会議では、「内部環境監査の結果」、「社内外

の経営環境の変化」、「環境目的・目標の達成状況」

などの情報が管理責任者から提出され、環境マネジメ

ントシステムを継続的に改善します。 

　2000年度の見直しでは、各拠点の環境上の特色が

反映されるような目標設定を行いました。 

経営層による見直し（マネジメント・レビュー） 6

教 育 の 種 類 対 象 者 

環境教育 

： 重大な環境側面の従事者 
： 内部環境監査員 

： 部門の環境目的・目標に関連する従業員 

： 管理職 

： 監督職 

： 組織の全員 

階層別環境教育 

職掌別環境教育 

環 境 一 般 教 育  

監 督 職 環 境 教 育  

管 理 職 環 境 教 育  

部門職掌別環境教育 

特定業務認定教育 
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環境パフォーマンス 環境パフォーマンス 環境パフォーマンス 

　2000年度の廃棄物発生量は2,173トンで、絶対量で

は前年度より0.4％増加しました。しかし、発生した廃棄

物の約18％にあたる約402トンを社内で処理したり、

リサイクルされたため、廃棄された量は1,771トンになりま

した。 

　当社の廃棄物の削減指標は生産金額比を採用し

ていますが、売上高が大幅に伸びたにも関らず発生量

の増加を少なく抑えることができたため、10％の目標に

対して24％削減することができました。 

 

●削減の取り組みについて 

　各部門環境管理委員会では、1999年度に調査した

廃棄物の種類や内容を検討して、廃棄物のリサイクル

に取り組みました。 

　各職場では、その職場の一人一人が廃棄物が発生

しないような活動と、リサイクルのための分別回収に取

り組んでいます。 

●紙のリサイクルについて 

　「紙類」の廃棄物削減では、裏紙を利用したり電子

帳票化を進めることにより、削減に取り組みました。 

　発生した「紙類」の廃棄物については、再生業者に

委託してリサイクルしています。また、リサイクルの環（わ）

を循環させる視点から、購入するコピー用紙を再生紙

に切り換えました。 

廃 棄 物  1

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

15
20
25
30
35

2001年度年度 
削減削減目標 
2001年度 
削減目標 

基準年度 

2,163

1999年 2000年 2001年 

2,173

（％） 

（トン） 

生産金 
額比の 
削減率 

廃棄物 
発生量 

廃棄物廃棄物の排出状況排出状況 廃棄物の排出状況 

その他 
5％ 

その他 
7％ 

その他 
5％ 

廃油・汚泥 
2％ 

廃油 
2％ 

紙くず 
3％ 

廃プラ 
5％ 

汚泥 
83％ 

汚泥 
11％ 

紙くず 
13％ 

廃プラ類 
14％ 

廃油 
15％ 

廃油・汚泥 
18％ 

金属くず 
22％ 

廃油 
4％ 

金属くず 
4％ 

廃油・汚泥 
5％ 

紙くず 
5％ 

廃プラ類 
6％ 

汚泥 
71％ 

廃棄物発生量 ＝ ＋ リサイクル・減量 廃棄物処分量 

廃棄物発生量 
２,１７３トン 

リサイクル・減量 
４０２トン 

廃棄物処分量 
１,７７１トン 

（2000年度） 

24
30
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省エネルギー 

　人工水晶は高温で長い時間をかけて育成され、電

気を大量に消費します。また、組立て工程でもクリーン

ルームや製造装置が電気を消費します。 

　2000年度の生産 5拠点における電気使用量の合

計は9,100万kWhでしたが、不在時の消灯や適切な空

調設定を徹底するなどにより、前年度より絶対値で0.6

％削減しました。 

　生産活動に伴う省エネルギーの指標としては、生産

金額比のエネルギー原単位を採用していますが、前年

比 1％の削減目標に対して11％となり、目標を大きく

クリアしました。 

3

法規制と実績 4

0

3
3.2
3.4
3.6
3.8
4

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
（万kWh） 

エネル 
ギー 
原単位 

電　力 
使用量 

エネルギーの削減状況削減状況 エネルギーの削減状況 
3.981

9,063

1998年 1999年 2000年 

9,154 9,099

3.566

3.167

項　　目 略号及び単位 国・県の基準 自主基準 実績値（最大） 

水素イオン濃度 ｐＨ 5.8～8.6 5.9～8.4 7.9

生物化学的酸素要求量 BOD（mg/l） 160 144 28

浮遊物質量 ＳＳ（mg/l） 200 180 6

弗素含有量 F（mg/l） 15 13.5 2.3

鉛及びその化合物 Pb（mg/l） 0.1 0.09 ＜0.005

ジクロロメタン （mg/l） 0.2 0.18 ＜0.002

宮崎工場環境管理委員会（所在地：宮崎県） 

●水質：工場排水測定実績（水質汚濁防止法） 

項　　目 略号及び単位 国・市の基準 自主基準 実績値（最大） 

水素イオン濃度 ｐＨ 5～9 5.2～8.8 6.2

生物化学的酸素要求量 BOD（mg/l） 600 540 280

浮遊物質量 ＳＳ（mg/l） 600 540 14

弗素含有量 F（mg/l） 15 13.5 12

窒素含有量 Ｎ（mg/l） － 216 160

燐含有量 Ｐ（mg/l） － 28.8 0.1

鉛及びその化合物 Pb（mg/l） 0.1 0.09 ＜0.01

ジクロロメタン （mg/l） 0.2 0.18 ＜0.02

●水質：工場排水測定実績（下水道法／市条例） 

項　　目 略号及び単位 国の基準 実績値（最大） 

ボイラー 
・ 液体燃料専焼 
  （重油） 

窒素酸化物 ＮＯｘ（cm3/m3N） 180 173.8

硫黄酸化物 ＳＯｘ（m3N/h） 
4.51 0.46

（K値＝17.5） （K値＝1.9） 

ばいじん （g/m3N） 0.25 0.057

鳥取環境管理委員会（所在地：鳥取県） 

●大気：排ガス測定実績（大気汚染防止法） 

項　　目 略号及び単位 国・県の基準 自主基準 実績値（最大） 

水素イオン濃度 ｐＨ 5.8～8.6 5.9～8.4 6.7

生物化学的酸素要求量 BOD（mg/l） 160 18 10

浮遊物質量 ＳＳ（mg/l） 200 27 4.9

弗素含有量 F（mg/l） 15 4.5 2

窒素含有量 Ｎ（mg/l） 120 108 32

燐含有量 Ｐ（mg/l） 16 14.4 1.8

鉛及びその化合物 Pb（mg/l） 0.1 0.09 ＜0.01

ジクロロメタン （mg/l） 0.2 0.18 ＜0.02

●水質：工場排水測定実績（水質汚濁防止法） 

項　　目 略号及び単位 国・県の基準 自主基準 実績値（最大） 

水素イオン濃度 ｐＨ 5.8～8.6 5.9～8.4 6.1

生物化学的酸素要求量 BOD（mg/l） 160 27 2.9

浮遊物質量 ＳＳ（mg/l） 200 36 4

弗素含有量 F（mg/l） 15 4.5 4

窒素含有量 Ｎ（mg/l） － 108 31

燐含有量 Ｐ（mg/l） － 14.4 1.4

鉛及びその化合物 Pb（mg/l） 0.1 ND 0.01

ジクロロメタン （mg/l） 0.2 0.18 ＜0.02

●水質：工場排水測定実績（水質汚濁防止法） 

項　　目 略号及び単位 国の基準 実績値（最大） 

ボイラー 
・ 液体燃料専焼 
  （重油） 

窒素酸化物 ＮＯｘ（cm3/m3N） 180 76

硫黄酸化物 ＳＯｘ（m3N/h） 
0.8575 0.08

（K値＝17.5） （K値＝1.26） 

ばいじん （g/m3N） 0.30 0.017

徳島環境管理委員会（所在地：徳島県） 

●大気：排ガス測定実績（大気汚染防止法） 
■徳島第1工場■ 

■徳島第2工場■ 

ND：検出されないこと（検出下限以下：検出下限0.01mg/l） 
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鳥取環境管理委員会 

鳥取環境管理委員会では、排水処

理施設に設置している処理薬品タン

クの周囲に防液堤を設置して、万一

の事故・天災の際にも薬品が流出

するのを予防しています。 

環境パフォーマンス 環境パフォーマンス 環境パフォーマンス 

排水処理施設全景 

薬品タンクと防液堤 

項　　目 略号及び単位 国・県の基準 自主基準 実績値（最大） 

水素イオン濃度 ｐＨ 5.8～8.6 5.9～8.4 8.5

生物化学的酸素要求量 BOD（mg/l） 160 18 6.9

浮遊物質量 ＳＳ（mg/l） 200 18 12

弗素含有量 F（mg/l） 15 2.7 ＜0.1

窒素含有量 Ｎ（mg/l） 120 54 9.7

燐含有量 Ｐ（mg/l） 16 4.5 0.10

鉛及びその化合物 Pb（mg/l） 0.1 0.09 ＜0.005

ジクロロメタン （mg/l） 0.2 0.18 ＜0.002

●水質：工場排水測定実績（水質汚濁防止法） 

市川工場環境管理委員会（所在地：兵庫県） 

項　　目 略号及び単位 国・市の基準 自主基準 実績値（最大） 

水素イオン濃度 ｐＨ 5～9 5.2～8.8 7.9

生物化学的酸素要求量 BOD（mg/l） 600 540 42

浮遊物質量 ＳＳ（mg/l） 600 540 24

弗素含有量 F（mg/l） 15 13.5 6.5

窒素含有量 Ｎ（mg/l） － 216 23

燐含有量 Ｐ（mg/l） － 28.8 0.01

鉛及びその化合物 Pb（mg/l） 0.1 0.09 ＜0.005

ジクロロメタン （mg/l） 0.2 0.18 ＜0.002

●水質：工場排水測定実績（下水道法／市条例） 

中央研究所環境管理委員会（所在地：兵庫県） 

項　　目 略号及び単位 国・県の基準 自主基準 実績値（最大） 

水素イオン濃度 ｐＨ 5.8～8.6 5.9～8.4 7.8

生物化学的酸素要求量 BOD（mg/l） 100 18 3.4

浮遊物質量 ＳＳ（mg/l） 150 27 1

弗素含有量 F（mg/l） 15 2.7 0.2

窒素含有量 Ｎ（mg/l） － 108 14

燐含有量 Ｐ（mg/l） － 14.4 0.3

鉛及びその化合物 Pb（mg/l） 0.1 0.09 ＜0.01

ジクロロメタン （mg/l） 0.2 0.18 ＜0.002

●水質：工場排水測定実績（水質汚濁防止法／県条例） 

黒田庄工場環境管理委員会（所在地：兵庫県） 





http://www.kdsj.co.jp
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